
活性化か不活性化等の効果は不明ですが、上流にNF‐kappaB （例）の認識
サイトが報告されている遺伝子情報の取得方法

TRANSFAC Module Search をクリックしてください。をクリ ク 。



この設定で、NF‐kappaBの結合部位が報告されている遺伝子（群）を
検索することになります。ただし、その効果は不明です。



次は、NF‐kappaBの結合情報だけではなく、その効果（ある場合は）もいっしょ
に取得する場合の取得方法

上のように設定後、Add another term を押してください。



この設定で、NF‐kappaBが関与するDNA結合反応をその効果も含めて表示します。
最後に moreをクリックしてください最後に、moreをクリックしてください。



この2カ所にもチェックを入れて、結果表示の時に、見えるようにしてください。



Submit Query して頂くと、以下のような結果が表示されます。

これらの情報は、Excel file の形でexportできます。p

Reaction Effect のところにindirect とすべてのカラムでついていますが、これは、NF‐
kappaB（正確には複合体）は、各遺伝子の転写制御領域に直接結合しますが、単独で

転 ゲ 転 節はなく、その他多くの転写因子と共同でターゲットの転写を調節するという意味で
indirect と表示されています。


